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東日本大震災から８年を迎えた３月１１日、福島県南相馬市の中学校卒業生に
ガーベラの花を届ける取り組みを、今年は千葉地本独自で行いました。ガーベラは
「希望」という意味があり、原発事故や津波の影響で今も苦しむ卒業生の皆さんに、
心の復興への気持ちを込めて花を届けてきました。

校長先生からは、「毎年卒業証書と一緒に花を贈ることができて感謝していま
す」「まだまだ復興には遠い。是非、現地を見て帰ってほしい」「鉄道が繋がるこ
とで皆が元気になる」「毎年千葉から来てくれて、忘れないでいてくれて有り難
い」「皆で力を合わせて頑張っているものの、地元に人がまだ戻ってこないんで
す」など、復興への道のりはまだ遠い現実を感じました。

参加した組合員からは、「３月１１日はやはり特別な日だ」「現地に来ないとわ
からない」「想いに立って私たちが出来ることをやっていく必要がある」「このよ
うな取り組みを行わない理由はない」などの感想が挙がり、苦しい現実を変えるた
めに、改めて脱原発とヒューマニズムの取り組みが必要であることを参加者全員で
確認し終了しました。


